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調査について 

前橋市では、男女共同参画社会の実現を目指して、基本計画「まえばし Windプラン 2009」を策定し、様々な取り

組みを進めています。その一環として、市民の皆様の男女共同参画に関する意識や実態、ニーズを的確に把握し、今

後の男女共同参画推進施策の基礎資料とすることを目的に、平成 24年 7月に男女共同参画に関する市民意識調査を

実施しました。市内にお住まいの 18歳以上の方の中から無作為に選んだ 3,000人の方に郵送によるアンケート調査

をお願いし 1,303人の方から回答（有効回収率４３．３％）をいただきました。 

 概要版のみかた 

・グラフに掲載した“ｎ＝○○○”は回答者数（有効回収数）を表します。 

・回答比率（％）は、小数点第２位を四捨五入して算出していますので、合計が１００％を上下する場合があり、 

設問によっては、複数回答の結果、回答比率が１００％を超える場合があります。 

・概要版で比較にもちいている「前回調査」数値は平成 19 年度に前橋市で行った「男女共同参画に関する市民意識

調査」のものです。 
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今回調査 

前回調査 
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男性 

無回答 
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14.6 

20.3 

69.4 

67.8 

73.1 

11.7 

15.7 

5.6 

2.1 

1.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

女性 
<n=765> 

男性 
<n=516> 

未婚 既婚（事実婚を含む） 離別、死別 無回答 

１ 回答者の属性 

 

【性別】（有効回収数）  

有効回答数は、女性７６５票、男性５１６票と、ともに前回調査を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

前橋市人口と比べると１８～１９歳、３０～３９歳、４０～４９歳の誤差は1ポイント以内となっています。 

 

 

 

 

 

※前橋市人口は、本調査実施直近の６月末日の１８歳以上の人口割合です。 

【婚姻状況】 

女性では「既婚」６７．８％、「離別、死別」１５．７％、「未婚」１４．６％の順となっています。 

男性では「既婚」７３．１％、「未婚」２０．３％、「離別、死別」５．６％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

【子どもの有無】 

子どもが「いる」人は６９．８％、「いない」人は２６．６％となっています。 

 

 

 

69.8 26.6 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

いる いない 無回答 
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6.4 

12.2 
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15.9 

16.1 

17.4 

15.0 

25.8 

17.5 

14.2 

21.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 
<n=1,303> 

前橋市人口 
<n=283,132> 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 

５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答 無回答 

無回答 

無回答 

無回答 
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２ 男女平等について 

【今の生活や社会の状況に関する意識】 

「平等である｣は、【学校教育の場】５１．７％が最も高く、次いで【法律や制度上】４１．７％、【家庭生

活】３５．０％と続いています。 

「男性のほうが優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」を合わせると、【社会通念・

慣習・しきたり】７３．２％が最も高く、次いで【社会全体】６４．４％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「社会全体」について前回調査との比較（参考）】 

「平等である」は６．８ポイント増加しました。 

「女性のほうが優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」を合わせたものは、０．４ポ

イント増加し、「男性のほうが優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」を合わせたも

のは、７．１ポイント減少しました。 
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36.0 
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23.5 

48.9 

52.6 

35.0 

25.7 

23.3 

51.7 

19.0 

41.7 

12.8 

19.0 

6.6 

6.2 

4.9 

2.5 

0.8 
5.8 

2.3 

3.5 

2.3 

1.1 

1.5 

0.7 

0.4 

2.1 

0.5 

0.8 

5.4 

8.6 

10.5 

22.1 

11.4 

13.0 

6.7 

6.4 

3.5 

4.5 

6.0 

6.5 

4.6 

4.8 

4.6 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活 

地域社会の場 

職場 

学校教育の場 

政治の場 

法律や制度上 

社会通念・慣習・

しきたり 

社会全体 

全体n=1,303 

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

女性のほうが優遇されている 分からない 

無回答 

11.8 

13.9 

52.6 

57.6 

19.0 

12.2 
3.5 

3.1 

0.8 

0.8 

6.4 

5.2 

5.8 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 

<n=1,303> 

前回調査 

<n=974> 

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

女性のほうが優遇されている 分からない 

無回答 

無回答 

無回答 
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３ 人権について 

【女性の人権が尊重されていないと感じること】 

女性、男性ともに【昇給・昇進の格差など、職業における男女の差】が最も高く、次いで【「男は仕事、

女は家庭」という考え方】、【痴漢行為やその他の性被害】と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性の人権を守るのためにすべきこと】 

女性、男性ともに【男女が共に、家庭と仕事を両立できる支援策を充実する】が最も高く、次いで【男女

平等や性についての教育を充実させる】、【ＤＶ等の暴力からの保護が必要な女性のための支援体制を充実す

る】と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昇給・昇進の格差など、職場における男女の差 

「男は仕事、女は家庭」という考え方 

痴漢行為やその他の性被害 

セクシャル・ハラスメント(性的いやがらせ) 

売春・買春、援助交際 

ビデオ、雑誌等における女性のヌード写真や映像の商品化など 

女性ということで意見を無視する行為 

夫や恋人からの暴力 

ストーカー行為 

電車内など公共の場における性情報の氾濫 

女性の容姿を競うコンテスト 

大学・大学院や理工系学部への進学率における男女の差 

特にない 

その他 

51.9 

49.0 

38.6 

34.2 

24.4 

25.6 

23.4 

21.0 

19.3 

16.7 

9.2 

8.2 

5.6 

1.8 

48.4 

42.6 

30.8 

29.7 

20.9 

17.6 

16.7 

20.2 

19.0 

12.2 

7.9 

7.9 

10.5 

1.9 

0% 20% 40% 60%

女性 n=765 

男性 n=516 

67.6 

39.6 

36.9 

35.0 

26.5 

28.2 

25.4 

4.8 

1.7 

1.3 

58.1 

38.2 

32.6 

28.9 

27.7 

23.3 

21.5 

3.9 

3.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

女性 n=765 

男性 n=516 

男女が共に、家庭と仕事を両立できる支援策を充実する 

男女平等や性についての教育を充実させる 

法律・制度の制定や見直しを行う 

各種審議会や管理職など意思・方針決定への女性の進出を促進

するための施策(ポジティブ・アクション)を積極的に導入する 

 
固定的な性差別意識を変えるためのはたらきかけを行う 

 

女性の人権侵害に対する相談窓口を充実する 

 

特に対策の必要はない 

DV 等の暴力からの保護が必要な女性のための支援体制を充実

する 

わからない 

その他 
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【配偶者や恋人からの暴力被害の経験】 

全ての項目で女性が男性より割合は高く、「何度もあった」「１、２度あった」を合わせると、女性では【精

神的暴力】２２．６％が最も高く、次いで【医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力】１０．３％、

【経済的暴力】９．８％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性では、【精神的暴力】１１．６％が最も高く、次いで【医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力】

３．５％、【経済的暴力】２．６％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8 

2.5 

3.4 

3.1 

1.4 

0.9 

12.8 

7.8 

6.4 

5.5 

5.9 

3.8 

22.6 

10.3 

9.8 

8.6 

7.3 

4.7 

0% 10% 20% 30%

何度もあった 

1、2度… 

精神的暴力（※１） 

女性 n=765 

医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力 

経済的暴力（※２） 

性的暴力（※３） 

命の危険を感じるくらいの身体的暴力（※４） 

医師の治療を必要とするくらいの身体的暴力 

3.5 

0.6 

1.0 

8.1 

2.9 

1.6 

1.2 

1.0 

0.6 

11.6 

3.5 

2.6 

1.2 

1.0 

0.6 

0% 5% 10% 15%

何度もあった 

1、2度あった 

精神的暴力（※１） 

医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力 

経済的暴力（※２） 

性的暴力（※３） 

命の危険を感じるくらいの身体的暴力（※４） 

医師の治療を必要とするくらいの身体的暴力 

男性 n=516 

 

※１ 【精神的暴力】おどす、無視する、人格を否定する言葉を言う、交友関係や行動を監視するなど    

※２ 【経済的暴力】生活費を渡さない、働くことを妨害するなど 

※３ 【性的暴力】性行為や中絶を強要する、ポルノ雑誌などを無理に見せる、避妊に協力しないなど 

※４ 【命の危険を感じるくらいの身体的暴力】なぐる、けるなど 

１、２度あった 

１、２度あった 
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【配偶者や恋人からの暴力被害の経験について婚姻状況別比較】 

   婚姻状況別で、「何度もあった」「１、２度あった」を合わせると、各項目とも【離別、死別】が最も高く、

次いで【既婚】、【未婚】と続いています。 

【精神的暴力】 

 

 

 

 

 

     

【医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力】 

 

 

 

 

 

 

【経済的暴力】 

 

 

 

 

 

 

【性的暴力】 

 

 

 

 

 

 

【命の危険を感じるくらいの身体的暴力】 

 

 

 

 

 

 

 

【医師の治療を必要とするくらいの身体的暴力】 
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離別、死別<n=152> 

既婚<n=904> 

未婚<n=220> 

3.9 

0.4 

0.5 

10.5 

3.0 

2.7 

14.4 

3.4 

3.2 

0% 10% 20%

離別、死別<n=152> 

既婚<n=904> 

未婚<n=220> 

3.3 

0.2 

9.2 

2.0 

1.4 

12.5 

2.2 

1.4 

0% 10% 20%

離別、死別<n=152> 

既婚<n=904> 

未婚<n=220> 

何度もあった 

1、2度あった １、２度あった 
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【暴力を受けたときの相談状況】 

「何度もあった」「１、２度あった」とお答えした方で、「相談した」と回答した方は女性３６．２％、男

性１９．４％となり、「相談しなかった（できなかった）」と回答した方は女性５７．４％、男性７０．１％

となります。 

 

 

 

 

 

【暴力を受けたときの相談先】 

「相談した」と回答した方の相談先は、男女とも【家族・親族に相談した】、【友人・知人に相談した】が

５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談しなかった（できなかった）理由】 

「相談しなかった(できなかった)」理由は、女性では【相談しても無駄だと思ったから】４１．５％、男

性では【自分にも悪いところがあると思ったから】４２．６％が最も高くなっています。 

  

36.2 

19.4 

57.4 

70.1 

6.4 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 
<n=235> 

男性 
<n=67> 

相談した 

相談しなかった（できなかった） 

無回答 無回答 

58.8 

51.8 

12.9 

14.1 

9.4 

5.9 

3.5 

0.0 

69.2 

61.5 

7.7 

0.0 

7.7 

7.7 

7.7 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

女性 n=85 

男性 n=13 

家族・親族に相談した 

友人・知人に相談した 

公的機関に相談した 

警察に通報・相談した 

医療関係者(医師・看護師等)に相談した 

その他 

民間の機関に相談した 

学校関係者(教員・養護教員等)に相談した 

39.3 

41.5 

30.4 

25.9 

21.5 

18.5 

17.0 

14.8 

4.4 

5.9 

7.4 

3.7 

34.0 

31.9 

29.8 

42.6 

19.1 

12.8 

8.5 

6.4 

8.5 

2.1 

0.0 

2.1 

0% 25% 50%

女性 
n=135 

男性 
n=47 

自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから 

相談しても無駄だと思ったから 

相談するほどのことではないと思ったから 

自分にも悪いところがあると思ったから 

人に知られたくなかったから 

どこに相談してよいかわからなかったから 

相談することによって自分が丌快な思いをすると思ったから 

他人を巻き込みたくなかったから 

世間体が悪いから 

相談したことがわかると仕返しをされると思ったから 

その他 

被害を受けたことを忘れたかったから 
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４ 学校教育について 

【学校教育で重要なこと】 

  女性では【人権尊重の心を培う教育を充実する】、【学校生活の中で、性別にかかわりなく子どもの特性等

を生かした役割分担に努める】が同率で、男性では【人権尊重の心を培う教育を充実する】が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「学校教育で重要なこと」について一番下の子どもの年齢別比較】子どもがいる方にご回答いただきました。 

一番下の子どもの年齢別でみると、「６歳未満」「６～１３歳未満」「１３～１９歳未満」の子どもを持つ方

では【学校生活の中で、性別にかかわりなく子どもの特性等を生かした役割分担に努める】、「１９歳以上」

の子どもを持つ方では【人権尊重の心を培う教育を充実する】が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.7 

50.7 

49.2 

37.3 

19.5 

17.9 

7.6 

4.6 

2.5 

44.8 

44.6 

43.2 

44.4 

21.5 

18.2 

7.0 

6.4 

5.8 

0% 20% 40% 60%

女性 
n=765 

男性 
n=516 

人権尊重の心を培う教育を充実する 

学校生活の中で、性別にかかわりなく子どもの特

性等を生かした役割分担に努める 

授業を通して、男女平等の意識を育てていく 

生徒指導や進路指導等の場面では、性別にかかわ

りなく個々の個性や特性等に十分に配慮する 

教職員に対して男女平等教育に関する研修を充

実する 

校長・教頭などに女性を積極的に登用する 

PTAなどを通じ、男女平等教育の理解と協力を

深める 

38.1  

46.9  

35.4  

44.2  

16.8  

25.7  

4.4  

8.0  

4.4  

47.1  

50.4  

47.9  

42.1  

19.8  

20.7  

5.0  

4.1  

3.3  

53.5  

54.7  

45.3  

44.2  

18.6  

16.3  

10.5  

5.8  

3.5  

57.0  

47.7  

48.1  

41.5  

19.3  

16.9  

7.1  

3.0  

2.7  

0 20 40 60

6歳未満 
n=113 

6～13歳未満 
n=121 

13～19歳未満 
n=86 

19歳以上 
n=591 

%             %             %             % 

わからない 

その他 

人権尊重の心を培う教育を充実する 

学校生活の中で、性別にかかわりなく子どもの特

性等を生かした役割分担に努める 

授業を通して、男女平等の意識を育てていく 

生徒指導や進路指導等の場面では、性別にかかわ

りなく個々の個性や特性等に十分に配慮する 

教職員に対して男女平等教育に関する研修を充

実する 

校長・教頭などに女性を積極的に登用する 

PTAなどを通じ、男女平等教育の理解と協力を

深める 

わからない 

その他 
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５ 家庭生活について 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方について】 

女性、男性ともに「どちらかといえば反対」が最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」と続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方について前回調査との比較（参考）】 

全体では、「反対」、「どちらかといえば反対」、「わからない」が増加し、「賛成」、「どちらかといえば賛成」

は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方についての年齢別比較】 

年齢別では、「反対」「どちらかといえば反対」を合わせると【１８～２９歳】５７．７％が最も高く、次

いで【５０～５９歳】５７．２％と続いています。また、「賛成」「どちらかといえば賛成」を合わせると【７

０歳以上】４２．７％が最も高く、次いで【６０～６９歳】３２．２％と続いています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.4 

19.9 

18.6 

35.1 

37.4 

31.2 

26.0 

24.3 

29.3 

4.8 

3.3 
7.0 

12.1 

12.0 

12.8 

2.6 

3.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

女性 
<n=765> 

男性 
<n=516> 

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 

賛成  わからない 無回答 無回答 

19.4 

17.0 

35.1 

28.9 

26.0 

33.6 

4.8 

7.5 

12.1 

9.9 

2.6 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 
<n=1,303> 

前回調査 
<n=974> 

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 

賛成  わからない 無回答 無回答 

19.4 

23.6 

21.8 

19.8 

22.0 

19.3 

9.7 

35.1 

34.1 

34.7 

37.2 

35.2 

36.3 

30.3 

26.0 

21.1 

21.8 

25.6 

25.1 

27.4 

35.1 

4.8 

5.7 

4.0 

3.9 

3.5 

4.8 

7.6 

12.1 

15.4 

17.8 

12.6 

12.8 

9.5 

8.6 

2.6 

1.0 

1.3 

2.7 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

<n=1,303> 

18～29歳 

<n=123> 

30～39歳 

<n=202> 

40～49歳 

<n=207> 

50～59歳 

<n=227> 

60～69歳 

<n=336> 

70歳以上 

<n=185> 

反対 

どちらかといえば反対 

どちらかといえば賛成 

賛成  

わからない 

無回答 無回答 
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【「結婚は個人の自由だから、してもしなくてもよい」という考え方について】 

女性、男性とも「そう思う」が最も高く、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると、女性

５５．０％、男性５０．８％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「結婚しても子どもを持つことにこだわらない」という考え方について】 

女性では「どちらともいえない」２７．３％が最も高く、次いで「そう思う」２０．７％と続いています。

男性では「どちらともいえない」２４．４％が最も高く、次いで「どちらかといえばそう思わない」２４．

２％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「結婚したら自分自身のことより、配偶者や子どもなど家族を中心に考えて生活したほうがよい」という考え方について】 

女性、男性とも「どちらかといえばそう思う」が最も高く、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を

合わせると女性５４．８％、男性７１．５％となり、年齢別で見ると【１８～２９歳】６６．６％が最も高

くなっています。 

 

 

  

19.4 

20.7 

17.8 

16.3 

18.8 

13.2 

26.2 

27.3 

24.4 

19.6 

16.3 

24.2 

15.0 

12.9 

18.2 

3.6 

3.9 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体<n=1,303> 

女性<n=765> 

男性<n=516> 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 無回答 

33.6 

35.7 

30.8 

19.3 

19.3 

20.0 

21.3 

22.9 

18.4 

14.0 

11.6 

17.8 

8.4 

7.1 

10.9 

3.2 

3.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体<n=1,303> 

女性<n=765> 

男性<n=516> 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 無回答 

22.3 

16.9 

30.6 

26.8 

24.3 

17.4 

18.9 

22.6 

27.0 

39.0 

37.9 

40.9 

39.8 

39.6 

41.5 

37.4 

39.9 

36.2 

25.0 

28.5 

20.0 

22.8 

25.2 

27.5 

31.3 

22.0 

21.6 

5.5 

7.2 

3.3 

4.1 
5.4 

6.3 

5.7 

6.8 

3.2 

5.1 

6.3 

3.3 

4.1 
4.5 

6.3 

6.2 

5.4 

3.2 

3.1 

3.3 

1.9 

2.4 

1.0 

1.0 

0.4 

3.3 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体<n=1,303> 

女性<n=765> 

男性<n=516> 

18～29歳<n=123> 

30～39歳<n=202> 

40～49歳<n=207> 

50～59歳<n=227> 

60～69歳<n=336> 

70歳以上<n=185> 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 無回答 
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６ 子育て・介護について 

【子どもを安心して産み育てる環境整備に必要なこと】 

女性、男性とも、【保育施設・保育制度（延長保育や病後時保育など）の充実】が最も高く、次いで【男女

共に家庭との両立を図れる職場環境づくり】、【公的な経済援助の充実（児童手当、乳幼児の医療費補助など）】

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てについて丌安に思うこと】 子育てを経験している（いた）方にご回答いただきました。 

全体では、【子どもの病気や発育のこと】５１．６％が最も高く、次いで【子育てに伴う経済的負担が重い

こと】５０．５％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.0 

45.9 

32.7 

28.9 

25.4 

24.2 

13.5 

8.8 

9.4 

8.8 

7.5 

5.4 

1.4 

2.0 

60.7 

44.8 

44.4 

22.9 

13.8 

13.6 

14.9 

10.1 

8.5 

7.6 

9.5 

8.7 

4.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

女性 n=765 

男性 n=516 

保育施設・保育制度（延長保育や病後時保育など）

の充実 

公的な経済援助の充実（児童手当、乳幼児の医療

費補助など） 

放課後児童クラブ（学童保育）などの子育て支援

の充実 

 育児に対する家族の理解と協力 

男女共に家庭との両立を図れる職場環境づくり 
（育児休業、フレックスタイムの導入、労働時間の短縮

など） 

父親の子育て参加 

出産や子育てに関する丌安・悩みに応える講座や

相談の充実 

児童館など子どもの遊び場の確保 

ファミリーサポート事業の充実（※） 

一人親家庭の支援 

近所の人たちからの支援 

親子クラブなど地域の仲間づくり組織の充実 

その他 

わからない 

51.6 

50.5 

26.0 

14.9 

14.4 

14.4 

11.6 

10.8 

7.4 

6.3 

5.6 

4.3 

0% 20% 40% 60%

全体 n=910 

子どもの病気や発育のこと 

子どもと過ごす時間や会話が少ないこと 

子育て支援サービスの種類・量（保育時間など）が足りないこと 

子育てに伴う経済的負担が重いこと 

子育てに対する職場の理解が少ないこと 

 

特に丌安に思うことはない 

子育て支援サービスに関する情報が丌足していること 

子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

 
家族が子育てに協力しないこと 

 子育てに対する地域や社会の理解が少ないこと 

子育てについて相談相手がいないこと 

その他 

※ファミリーサポート事業：

「子育ての手伝いができる

人」と「子育ての手助けを

してほしい人」が会員とな

って、いろいろな援助活動

を行う事業 
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【高齢者介護が女性の役割となりがちなことについて】 

女性、男性ともに「男性も女性と共に介護するべきである」が最も高く、次いで「問題はあるが、現状で

はやむをえない」、「男女に関わらず、主に家族が介護すべきである」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者介護が女性の役割となりがちなことについての年齢別比較】 

【７０歳以上】では、「介護される側のことを考えると、女性が介護するほうが良いと思う」が最も高く、

他の年齢では「男性も女性と共に介護するべきである」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

0.4 

0.4 

12.7 

9.8 

17.1 

18.8 

18.3 

20.0 

31.2 

36.3 

23.4 

15.9 

14.8 

18.0 

11.4 

12.2 

10.7 

3.6 

3.5 

3.9 

3.9 

3.3 

5.0 

2.0 

1.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

女性 
<n=765> 

男性 
<n=516> 

女性の役割として当然と思う 

介護される側のことを考えると、女性が介護するほうが良いと思う 

問題はあるが、現状ではやむをえない 

男性も女性と共に介護するべきである 

男女に関わらず、主に家族が介護すべきである 

原則として、国や地方自治体が主体となって行うべきである 

その他 

わからない 

無回答 

0.5 

0.8 

0.5 

0.4 

0.3 

0.5 

12.7 

6.5 

5.4 

11.6 

10.6 

16.1 

22.7 

18.8 

13.0 

18.8 

19.3 

25.6 

18.2 

16.2 

31.2 

34.1 

35.6 

38.6 

30.8 

27.7 

22.2 

15.9 

22.0 

18.8 

13.5 

11.0 

16.7 

17.3 

11.4 

7.3 

7.4 

9.2 

12.3 

14.9 

14.6 

3.6 

4.9 

5.9 

2.9 
5.7 

2.4 

1.1 

3.9 

9.8 

5.9 

3.9 

3.5 

2.4 

1.6 

2.0 

1.6 

1.5 

1.0 

1.5 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

<n=1,303> 

18～29歳 

<n=123> 
30～39歳 

<n=202> 
40～49歳 

<n=207> 
50～59歳 

<n=227> 
60～69歳 

<n=336> 
70歳以上 

<n=185> 

女性の役割として当然と思う 

介護される側のことを考えると、女性が介護するほうが良いと思う 

問題はあるが、現状ではやむをえない 

男性も女性と共に介護するべきである 

男女に関わらず、主に家族が介護すべきである 

原則として、国や地方自治体が主体となって行うべきである 

その他 

わからない 

無回答 無回答 

無回答 
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７ 社会参加活動について 

【社会参加活動について】 

「参加している」「機会があれば参加したい」を合わせると、【趣味や文化、教養などの学習の活動】７５．

９％が最も高く、次いで【スポーツ・レクリエーションなどの活動】６４．１％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動の場での男女差について】 

女性、男性とも、【わからない】が最も高く、次いで【会議や行事などで女性は飲食の世話や後片付け、掃

除等、裏方の仕事を任せられることが多い】、【特に男女差はない】と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.0 

20.2 

7.7 

8.5 

18.0 

3.0 

3.2 

0.7 

55.9 

43.9 

51.3 

44.6 

27.2 

40.6 

23.4 

1.9 

14.3 

25.8 

28.9 

32.8 

44.3 

42.4 

59.5 

6.7 

9.8 

10.1 

12.1 

14.1 

10.4 

14.0 

13.9 

90.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味や文化、教養などの学習の活動 

スポーツ・レクリエーションなどの活動 

福祉ボランティア活動 

子どもの健全育成に関する活動 

地域活動（婦人会、自治会、消防団など） 

国際交流、環境保護、消費者運動などの活動 

審議会など公的委員活動 

その他 

参加している 機会があれば参加したい 参加したいとは思わない 無回答 

39.2 

34.9 

17.3 

10.6 

8.2 

9.3 

3.3 

4.4 

1.7 

32.9 

32.0 

24.8 

13.0 

13.6 

7.4 

6.6 

4.5 

2.1 

0% 20% 40% 60%

女性 
n=765 

男性 
n=516 

わからない 

特に男女差はない 

役員選挙に女性が出にくい、また選ばれにくい 

会議や行事などで女性は飲食の世話や後片付け、

掃除等、裏方の仕事を任されることが多い 

地域の活動には女性の方が積極的である 

地域の活動に女性が少ないため歓迎される 

会議や行事などで女性が意見を出しにくい、意見

を取り上げてもらいにくい 

地域の行事で女性が参加できなかったり、男性と

の差があったりする 

その他 

無回答 
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８ 職業生活について 

【職場での能力発揮や継続勤務のために重要なこと】 

   女性では【男女共に家庭生活と両立できるようにすること】５３．１％が最も高く、次いで【結婚・出産

などによりいったん退職した人が同じ職場に復帰できるようになること】３９．３％の順になっています。 

男性では【男女共に家庭生活と両立できるようにすること】４０．７％、【能力や実績に応じた評価（給

料面を含む）がなされること】４０．７％が同率で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職場での男女差について】お勤めの方にご回答いただきました。 

女性では【お茶くみや雑用は女性がする】４６．３％が最も高く、次いで【男性と女性で違いはない】４

０．２％と続いています。男性では【男性と女性で違いはない】４３．７％が最も高く、次いで【お茶くみ

や雑用は女性がする】３８．５％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.1 

37.9 

39.3 

33.1 

33.6 

22.9 

15.2 

5.0 

1.4 

40.7 

40.7 

34.7 

38.4 

33.5 

23.4 

21.5 

4.1 

2.1 

0% 20% 40% 60%

女性 
n=765 

男性 
n=516 

46.3 

40.2 

39.1 

33.9 

34.5 

36.2 

31.3 

25.3 

29.9 

25.3 

17.0 

19.5 

17.5 

2.3 

38.5 

43.7 

36.2 

34.4 

33.5 

30.9 

26.2 

27.4 

21.6 

21.3 

22.2 

18.7 

4.7 

2.6 

0% 20% 40% 60%

女性 
n=348 

男性 
n=343 

お茶くみや雑用は女性がする 

昇給、昇格に男女差がある 

育児休業を取徔できない、または取徔しにくい 

男性と女性で違いはない 

賃金に男女差がある 

女性の能力を正当に評価しない 

セクシュアル･ハラスメント防止のための規定が

ない 

希望職種につく機会に男女差がある 

その他 

男女共に家庭生活と両立できるようにすること 

結婚・出産などによりいったん退職した人が同じ職場に復帰

できるようになること 

仕事に必要な職業能力を身につけること 

能力や実績に応じた評価（給料面を含む）がなされること 

職業人として自覚をもつこと 

採用、職場配置、研修などにおいて、男女共同参画の機会均

等が確保されること 

「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変わること 

わからない 

その他 

結婚や出産すると勤め続けにくい雰囲気がある 

女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある 

教育・研修を受ける機会に男女差がある 

男性の能力を正当に評価しない 

セクシュアル･ハラスメントを受けた経験がある 
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【一般的に女性が職業を持つことについて】 

女性では【子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい】３６．２％が最も高く、次いで【子どもが

できたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい】３６．１％と続いています。 

男性では、【子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい】３７．４％が最も

高く、次いで【子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい】３６．２％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般的に女性が職業を持つことについての年齢別比較】 

 年齢別でみると、【１８～２９歳】、【６０～６９歳】、【７０歳以上】では「子どもができたら職業をやめ、

大きくなったら再び職業をもつ方がよい」が最も高く、【３０～３９歳】、【４０～４９歳】、【５０～５９歳】

では、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が最も高くなっています。 

 

   

1.2 

1.4 

1.0 

3.5 

2.9 

4.5 

6.1 

5.8 

6.6 

35.5 

36.2 

35.9 

36.1 

36.1 

37.4 

7.4 

8.0 

7.0 

5.7 

5.9 

5.6 

4.5 

3.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

女性 
<n=765> 

男性 
<n=516> 

女性は職業をもたない方がよい 

結婚するまでは職業をもつ方がよい 

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい 

その他 

わからない 

無回答 

1.2 

1.6 

1.4 

0.9 

1.5 

2.2 

3.5 

5.7 

3.0 

1.4 

0.4 
4.5 

7.0 

6.1 

8.9 

3.5 

5.8 

5.3 

6.3 

8.1 

35.5 

28.5 

39.6 

40.6 

40.5 

33.9 

30.8 

36.1 

32.5 

32.7 

34.8 

38.8 

41.7 

33.5 

7.4 

14.6 

14.4 

10.1 

5.7 

4.2 

1.1 

5.7 

6.5 

6.9 

5.3 

7.5 

4.5 

4.9 

4.5 

1.6 

0.5 

0.9 

3.6 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
<n=1,303> 

18～29歳 
<n=123> 

30～39歳 
<n=202> 

40～49歳 
<n=207> 

50～59歳 
<n=227> 

60～69歳 
<n=336> 

70歳以上 
<n=185> 

女性は職業をもたない方がよい 

結婚するまでは職業をもつ方がよい 

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい 

その他 

わからない 

無回答 無回答 

無回答 
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９ 女性の社会参画について 

【女性の社会参加参画で大切なこと】 

女性では【女性が各分野で活躍し、実績を上げること】４２．９％が最も高く、次いで【男女雇用機会均

等法などの男女平等のための法律や制度を充実すること】３４．５％と続いています。男性では【女性が各

分野で活躍し、実績を上げること】４２．２％が最も高く、次いで【職場で男女平等の取り組みを進めるこ

と】２８．５％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「女性の社会参加参画で大切なこと」について前回調査との比較（参考）】 

全体で、前回に比べ増加した項目は【女性議員を増やすこと】、【わからない】の２項目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9 

33.6 

34.5 

19.7 

18.3 

15.2 

13.7 

9.3 

10.5 

2.4 

42.2 

28.5 

26.4 

21.9 

19.6 

16.3 

14.7 

13.8 

9.7 

3.9 

0% 20% 40% 60%

女性 
n=765 

男性 
n=516 

42.1 

31.1 

30.8 

20.5 

18.6 

15.4 

13.9 

10.9 

10.1 

2.9 

46.8 

34.0 

34.0 

22.1 

19.0 

14.1 

10.3 

14.7 

11.4 

2.9 

0% 20% 40% 60%

今回全体 
n=1,303 

前回全体 
n=974 

女性が各分野で活躍し、実績を上げること 

男女雇用機会均等法などの男女平等のための法律

や制度を充実すること 

国・県・市町村など行政の審議会などに女性をふ

やすこと 

職場で男女平等の取り組みを進めること 

企業・官公庁で女性管理職を登用すること 

女性議員を増やすこと 

わからない 

その他 

自治会や地域の諸団体の長・役員に女性を増やす

こと 

女性団体が積極的に活動すること 

女性が各分野で活躍し、実績を上げること 

男女雇用機会均等法などの男女平等のための法律

や制度を充実すること 

国・県・市町村など行政の審議会などに女性をふ

やすこと 

職場で男女平等の取り組みを進めること 

企業・官公庁で女性管理職を登用すること 

女性議員を増やすこと 

わからない 

その他 

自治会や地域の諸団体の長・役員に女性を増やす

こと 

女性団体が積極的に活動すること 
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10 男女共同参画を進めるための市の施策について 

【市の施策の周知度】 

男女共同参画に関する用語や施策等の周知度は、女性では【ＤＶ（配偶者などからの暴力）・デートＤＶ（恋

人などからの暴力）】が最も高く、次いで【男女雇用機会均等法】、【育児・介護休業法】と続いています。

男性では【男女雇用機会均等法】が最も高く、次いで【ＤＶ（配偶者などからの暴力）・デートＤＶ（恋人

などからの暴力）】、【育児・介護休業法】と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.7 

77.4 

63.4 

57.5 

47.2 

33.9 

31.5 

22.7 

13.3 

15.7 

10.7 

10.8 

6.4 

5.4 

4.3 

3.8 

77.7 

80.6 

68.8 

68.4 

58.3 

37.0 

33.7 

26.7 

15.1 

11.2 

14.9 

10.7 

6.8 

6.6 

3.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 n=765 

男性 n=516 

ＤＶ（配偶者などからの暴力）・デートＤＶ（恋人

などからの暴力） 

男女雇用機会均等法 

育児・介護休業法 

前橋市男女共同参画基本計画（第三次）「まえばし

Windプラン２００９」 

ストーカー行為等の規制等に関する法律 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関す

る法律 

男女共同参画社会 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭の調和） 

前橋市男女共同参画相談室 

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性差） 

ポジティブアクション（積極的改善措置） 

前橋市男女共同参画情報誌「新樹」（前橋市が年２

回（９月・３月）に発行し、自治会回覧） 

女子差別撤廃条約 

まえばし男女共同参画推進条例 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に

関する健康・権利） 

見たり聞いたりしたものはない 
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【男女共同参画推進のために力を入れるべきこと】 

今後の男女共同参画推進にために力を入れるべきこととしては、女性では【保育所・放課後児童クラブ（学

童保育）などの子育て環境の整備を充実する】が最も高く、次いで【高齢者や障害者に対する介護サービス

を充実する】、【男女共同参画についての理解を深めるための情報提供を充実する】と続いています。男性で

は【保育所・放課後児童クラブ（学童保育）などの子育て環境の整備を充実する】が最も高く、次いで【男

女共同参画についての理解を深めるための情報提供を充実する】、【高齢者や障害者に対する介護サービスを

充実する】と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.3 

34.9 

28.5 

20.7 

23.4 

17.1 

11.1 

9.5 

8.4 

6.4 

7.2 

6.3 

4.6 

4.4 

1.8 

38.4 

28.1 

36.0 

19.8 

15.3 

20.0 

15.9 

8.7 

8.5 

9.3 

7.2 

4.5 

6.0 

4.8 

3.3 

0% 20% 40% 60%

女性 n=765 

男性 n=516 

保育所・放課後児童クラブ（学童保育）などの子

育て環境の整備を充実する 

男女共同参画についての理解を深めるための情報

提供を充実する 

職場における男女の均等な取り扱いに関して企業

等へ働きかける 

高齢者や障害者に対する介護サービスを充実する 

女性の就労の機会が増えるよう、情報の提供や職

業訓練の機会を提供する 

保育所や学校における男女平等教育を充実させる 

行政・企業・地域などあらゆる分野で女性の積極

的登用をすすめるようＰＲする 

女性に対するあらゆる暴力の根絶・防止に向けた

取り組みを強化する 

その他 

わからない 

地域で男女平等をすすめる生涯学習の場や機会を

増やす 

各種団体などの女性リーダーを養成する 

男女共同参画相談事業の充実やＤＶ・デートＤＶ

被害者のための一時保護施設を設置する 

男女共同参画に関する学習や活動、情報・ネット

ワークなどの拠点となる施設を設置する 

男女共同参画に関する講座や講演会などを充実す

る 
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